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令和４年６月２１日 

〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町 36-2 

オアシス株式会社 御中 

〒812-0016 福岡市博多区博多駅南 3-4-24 

トトノエ健康堂 御中 

〒708-0393 岡山県苫田郡鏡野町市場 194 

山田養蜂場 御中 

〒812-0016 福岡市博多区博多駅南 1-6-9 三和ビル 

アイリンクス株式会社 御中 

〒150-0043 東京都渋谷区道玄坂 1-16-5 大下ビル 8 階 

株式会社ウェルヴィーナス 御中 

〒665-0845 兵庫県宝塚市栄町 1 丁目 6 番 2 号 花のみちセルカ 2 番館 1 階 

株式会社オアシス 御中 

 

               特定非営利活動法人消費者被害防止ネットワーク東海 

                            理事長  杉浦 市郎 

              （連絡先）〒464-0075 名古屋市千種区内山 3-28-2 

KS 千種ビル６階 F 

                            事務局長 伊藤 英樹 

                   （TEL : 052-734-8107、FAX : 052-734-8108 ） 

 

申 入 書 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 当法人は、消費生活に関する情報の収集及び提供、消費者の被害の防止及び救済などを目

的とし、平成２２年４月１４日に消費者団体訴訟制度の適格消費者団体として消費者契約

法１３条の内閣総理大臣の認定を受けている特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）です。 

まず、令和４年５月２４日付にてお送りしました申入書につき、「元気読本プラス」の発

行主体について事実誤認（実際の発行主体はオアシス株式会社（東京都中央区日本橋箱崎町

36-2）のところ、「前田の菊芋」の販売会社株式会社オアシスが発行主体と誤認）があり、
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混乱とご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。また、同日付申入書につき、

５月３０日をもって当団体ウェブサイトから削除、公開停止しましたことをご報告いたし

ます。 

 

改めて、発行主体について訂正の上、広告冊子「元気読本プラス」掲載の広告表示及び同

冊子の編集方針・編集姿勢について、次のとおり、是正の申入れをさせていただきますので、

ご検討よろしくお願いいたします。 

 

オアシス株式会社発行の広告冊子「元気読本プラス」（2021 年 10 月 15 日号）に掲載され

ている貴社ら販売にかかる下記商品（いわゆる健康食品に該当すると思われます。）の広告

表示について検討した結果、薬機法（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保

等に関する法律）、健康増進法、食品表示法及び景品表示法に鑑み、消費者の利益を害し、

不当と考えられる表示がありました。 

記 

販売業者 商品名 掲載ページ 

トトノエ健康堂 乳酸菌 de すらっとちょう美人 10～13 頁 

山田養蜂場 Ｚｎ立 Ｂｅｅ（ゼンリツビー） 14～17 頁 

アイリンクス株式会社 ひまわりの力 きんいん 18～20 頁 

山田養蜂場 ノンアルツ Ｂｅｅ（ノンアルツ ビー） 22～25 頁 

株式会社ウェルヴィーナス 北国の恵み 26～29 頁 

株式会社オアシス 糖対策の決定版 前田の菊芋 30～33 頁 

 

つきましては、別紙のとおり、是正の申入れをさせていただきますので、ご検討の上、貴

社らの見解や今後の対応につき、２０２２（令和４）年７月２１日までに、上記連絡先に書

面にてご回答くださいますようお願い申し上げます。 

 

なお、オアシス株式会社から、当団体に対し、令和４年６月７日付「令和４年５月２４日

付申入書について」と題する連絡書面（本申入書に資料として添付します。）にて、上記表

中「掲載ページ」欄記載のページのうち、各販売業者の商品名が表示されていないページ（表

紙及び下部にオレンジ色の線が付されて成分等の説明等がなされている見開きの記事頁。

以下「記事頁」といいます。）は、オアシス株式会社独自の編集記事であり、各販売業者は
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その表示内容について一切関与していない等として、各販売業者が当該ページについて健

康増進法等における「表示」をした事業者とは認められないため、各販売業者に対する申入

れを見合わせるよう申入れがありました。 

しかし、当団体は、広告主である各販売業者が当該「記事頁」の表示の内容に直接的に関

与しているか否かにかかわらず、特定の成分の効能を強調する「記事頁」の表示内容が商品

の広告ページと一体となって実質的に商品の広告として機能していること、広告代金を支

払う広告主が、本広告冊子の構成や関連する「記事頁」の内容を把握することなく、「広告

頁」の表示内容を決定しているとは考えられないことから、「記事頁」も実質的には各販売

業者の「表示」として評価できるとの考えに基づき、本申入れを行うものです。 

また、仮にオアシス株式会社が主張するように、「記事頁」の表示については、各販売業

者が健康増進法等における「表示」主体として評価されない場合であっても、本表示に接す

る読者としては、「記事頁」の表示内容と関連付けて各販売業者の商品広告を理解すること

になることは明らかですので、各販売業者におかれましては、健康増進法等における「表示」

主体に該当するか否かにかかわらず、オアシス株式会社に対して「記事頁」の表示内容につ

いて改善を求める等の適切な措置を講ずることを求めます。 

 

最後に、本申入れ等の内容、貴社らからの回答の有無及び回答内容、本お問い合わせ以降

の経緯・内容等については、消費者被害防止の観点から、当団体ホームページその他適宜の

方法により公表することがあることを申し添えます。 

敬具 
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申入れ事項 

第１ いわゆる健康食品（以下「健康食品」）の広告表示に関連する法規制について 

１ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機法） 

   医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（薬機法）は、

厚生労働大臣による製造販売にかかる承認を受けていない「医薬品」に関する広告を禁

止しており（68 条 対象は「何人も」）、これに違反する行為には罰則が規定されてい

ます（85 条 5 号）。 

   同法にいう「医薬品」とは、人の疾病の治療又は予防に使用されることが目的とされ

ている物や人の身体の構造又は機能に影響を及ぼすことが目的とされている物などを

いいます（2 条）。 

したがって、疾病の治療又は予防を目的とする効果や身体の組織機能の増強・増進を

主たる目的とする効果があると標榜する場合は、同法の「医薬品」に該当し、厚生労働

大臣による製造販売にかかる承認を受けなければ、製造販売することはもとより、広告

すること自体が違法となります1。 

２ 健康増進法及び食品表示法 

 （１）誇大表示の禁止（65 条 1 項） 

    健康増進法は、「食品として販売に供する物」に関して広告その他の表示につき、

健康の保持増進の効果その他内閣府令で定める事項（健康保持増進効果等）にかかる

誇大表示（著しく事実に相違する表示をし、又は著しく人を誤認させるような表示）

を禁止しています（65 条 1 項）。 

    ここでいう「健康の保持増進の効果」とは、健康状態の改善又は健康状態の維持の

効果をいい、具体的には、次の効果などが該当するとされています2。 

   ①疾病の治療又は予防を目的とする効果 

   ②身体の組織機能の一般的増強、増進を主たる目的とする効果 

   ③特定の保健の用途に適する旨の効果3 

                                                      
1 消費者庁「健康食品に関する景品表示法及び健康増進法上の留意事項について」（令和 2
年 4 月 1 日改訂、以下「留意事項」といいます。）１頁・注１、４頁参照 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/representation/extravagant_advertisement/pdf/extra
vagant_advertisement_200331_0001.pdf   
2 留意事項・２、３頁 
3 健康の維持、増進に役立つ、又は適する旨を表現するものであって、例えば、次 
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   ④栄養成分の効果 

 （２）特定保健用食品にかかる規制 

健康増進法は、販売に供する食品につき、前記（１）③の「特定の保健の用途に適

する」旨の表示をしようとする者は、消費者庁長官の許可を受けなければならない

（健康増進法第 43 条 1 項）としています（特定保健用食品）。 

    つまり、特定の保健の用途に適する旨の表示は、当該表示が著しく事実に相違する

ものであるか、著しく人を誤認させるものであるかを問わず、消費者庁長官の許可

を受けない限りすることができません。 

 （３）栄養成分の効果に関する表示に関する規制（機能性表示食品、栄養機能食品にかか

る表示規制） 

    食品表示法は、食品関連事業者等は、食品表示基準に従った表示がされていない食

品の販売をしてはならないと定めており（5 条）、食品について、前記（１）④の「栄

養成分の効果」に関する表示をする場合は、食品表示基準に従った表示をしなけれ

ばなりません。 

３ 景品表示法 

景品表示法は、商品の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際の

ものよりも著しく優良であると示す表示（優良誤認表示）等を禁止しています（5 条）。 

 

第２ 本件各広告表示について 

１ トトノエ健康堂「乳酸菌 de すらっとちょう美人」（10～13 頁）について 

 （１）表示内容 

   ① 「10 ページ 便秘」「頑固な便秘を解消 無理なく自然なお通じ」（表紙） 

   ② 「対策しても改善しない･･ それには理由があった！」（10 頁）に続き、「ラブ

レ菌の便秘解消効果」として、「男女 56 名にラブレ菌を 3 週間摂取してもらった

結果、1 週間あたりの排便日数が増え、排便後のスッキリ感も上がりました。」（11

頁） 

                                                      
に掲げるものが該当する。（留意事項２、３頁） 
（ア）容易に測定可能な体調の指標の維持に適する又は改善に役立つ旨 
（イ）身体の生理機能、組織機能の良好な維持に適する又は改善に役立つ旨 
（ウ）身体の状態を本人が自覚でき、一時的であって継続的、慢性的でない体調の 
  変化改善に役立つ旨 
（エ）疾病リスクの低減に資する旨（医学的、栄養学的に広く確立されているもの） 
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③ 「ピカピカ腸はこんな効果も！」として「免疫力アップ」、「ラブレ菌は免疫力を

上げる働きが実際の試験で認められています。」、「体内の毒素がなくなり、吹出物

などの肌荒れが改善。」、「アレルギー症状が改善します。」（11 頁） 

④ 以上の表示に続くページ（12 頁）で、本件商品について、「ラブレ菌」を配合し

ていることを強調し、「「自然なスッキリ」に役立つ各成分の働きが体内環境をト

ータルサポートします。」、「（大山加奈恵管理栄養士の言として）ラブレ菌をはじ

め、それぞれの菌が最大限の力を発揮できる配合になっています。」（12 頁） 

⑤ 「これまで、どの対策もいまいち実感がありませんでした。『すらっとちょう美

人』を始めてからは、久しぶりに朝からスッキリ。」などの体験談の表示（13 頁） 

 （２）以上の表示を全体的・総合的に見ると4、本件商品は、便秘の改善やアレルギー症

状の改善という「疾病の治療又は予防を目的とする効果」や免疫機能の向上という

「身体の組織機能の一般的増強・増進効果」があるかのように標榜する表示といえま

すので5、薬機法の「医薬品」にかかる表示として違法といわざるをえません。 

    また、「医薬品」として承認を受けていないにもかかわらず、あたかも医薬品とし

ての効果があるかのような表示を行うことは、実際に表示されている効果があるか

否かにかかわらず、健康増進法が禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が

禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1 号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら

のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

 

                                                      
4 留意事項 22～24 頁の「糖尿病についての広告例」で消費者庁が示している考え方参照 
5 留意事項では、「疾病の治療又は予防を目的とする効果」の例として「便秘改善」「アレ
ルギー症状を緩和する」を挙げ、また、「身体の組織機能の一般的増強、増進を主たる目
的とする効果」の例として「免疫機能の向上」を挙げています（2 頁）。 
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２ 山田養蜂場「Ｚｎ立 Ｂｅｅ（ゼンリツビー）」について 

（１）表示内容 

   ① 「14 ページ 頻尿（尿トラブル）」「男性の「夜中のトイレ」１ヶ月で回数が減っ

た！」（表紙） 

   ② 「１ヶ月でおしっこの悩みが解消！ノコギリヤシの力」、「前立腺肥大症の患者に、

ノコギリヤシを３０日間飲んでもらいました。その結果、夜中のトイレの回数が減

り、１回に出し切る尿の量が増え（残らない）、キレもよくなりました。」（14 頁） 

③  「１ヶ月で効果あり！ノコギリヤシの２つの働き」、「働き① 前立腺肥大を改善」、

「働き②尿道括約筋を強化」、「患者も医師も高い評価 前立腺肥大の患者がノコ

ギリヤシを飲んだところ、５０名中４４名が改善を実感しました。医師も９０％が

評価しました。」、「前立腺肥大の医薬品として認可」とした上で「ヨーロッパ諸国

では医薬品として扱われている」「安全性が高く、副作用の心配がない」などと説

明（14 頁） 

④ 以上の表示に続くページ（16 頁、17 頁）で、本件商品について、ノコギリヤシ

果実抽出物を配合していることを強調し、「山田養蜂場ならではの配合でキレの良

い爽快な毎日へ」、「「夜中に気にならなくなった」、（略）など、お喜びの声が多く

届いています。」、「中高年男性の繰り返す悩みに『Ｚｎ立 Ｂｅｅ』でキレ良く爽

快！」（16 頁、17 頁） 

⑤ 「飲み始めて３ヶ月になります。夜中に何度も気にならなく、ゆっくり休めてい

ます。」などの体験談の表示（17 頁） 

 （２）以上の表示を全体的・総合的に見ると、本件商品は、前立腺肥大症の改善という「疾

病の治療又は予防を目的とする効果」があるかのように標榜する表示といえますの

で、薬機法の「医薬品」にかかる表示として違法といわざるをえません。 

    また、「医薬品」として承認を受けていないにもかかわらず、あたかも医薬品とし

ての効果があるかのような表示を行うことは、実際に表示されている効果があるか

否かにかかわらず、健康増進法が禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が

禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1 号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら
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のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

３ アイリンクス株式会社「ひまわりの力 きんいん」について 

（１）表示内容 

   ① 「18 ページ 耳鳴り」「ジージー・キーン あの騒音がついに止まる」（表紙） 

   ② 「耳の奥の止まらない騒音、「眠れない夜」にお悩みの方に ジージー・キーン

がついに鳴り止む！電灯の知恵、漢方生薬の底力とは？」、「原因も対処法も良く分

からないとお悩みの方に朗報です。東洋医学で長年受け継がれた伝統の知恵に、解

決のカギが隠されていました。」、「慣れるしかない？いいえ、耳鳴りは解消できま

す。」（18 頁） 

③ 「「ひまわりの種」で耳鳴りの原因を取り除く」、「難聴を伴う耳鳴りは漢方生薬

「ひまわりの種」で解消」、「コラム ひまわりの種は耳鳴り・難聴の特効薬」とし

て「ひまわりの種は中国では向日葵殻と呼ばれ、昔から耳鳴り・難聴の特効薬とし

て使われてきました。近年においても、種の外皮のエキスを摂ることで聞こえが改

善したという研究結果が数多く報告されています。ひまわりの種は日本でもおな

じみですが、耳鳴り・難聴の改善でお悩みの方は、有効成分だけを抽出したひまわ

り種外皮エキスを摂れば効き目を体感しやすいでしょう。」との「薬膳・漢方検定

認定漢方養生指導士 磯尾正敏氏」のコメントを紹介（19 頁） 

④ 以上の表示に続くページ（20 頁）で、本件商品について、ひまわりの種の皮の

エキスを配合していることを強調し、「キーンジージー騒々しい毎日にお悩みの方

に「ひまわりの種」の力」、「「耳障りな毎日を何とかしたい」「落ちついて休みたい」。

そんな人たちから大きな支持を集めている」、「ハッキリ・クリアな毎日へ導く成分

が豊富な和漢素材ひまわりの種の皮のエキスを配合」、「専門家もお薦めする「ひま

わりの種」」として漢方養生指導士眞子健太氏のコメントを紹介（20 頁） 

⑤ 「先生からも「慣れるしかない」と言われて悩み続けていましたが、『ひまわり

の力 きんいん』でクリアを実感。もっと早くに飲んでおけばと悔やむほどです。

同じ悩みを持っている方に、ぜひおススメしたいです。」などの体験談の表示（21

頁） 

 （２）以上の表示を全体的・総合的に見ると、本件商品は、難聴による耳鳴りの改善とい

う「疾病の治療又は予防を目的とする効果」があるかのように標榜する表示といえま
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すので、薬機法の「医薬品」にかかる表示として違法といわざるをえません。 

    また、「医薬品」として承認を受けていないにもかかわらず、あたかも医薬品とし

ての効果があるかのような表示を行うことは、実際に表示されている効果があるか

否かにかかわらず、健康増進法が禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が

禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1 号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら

のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

４ 山田養蜂場「ノンアルツ Ｂｅｅ（ノンアルツ ビー）」について 

（１）表示内容 

   ① 「22 ページ 認知症予防」「物忘れは 5 年で認知症に！？まだ間に合う！最新予

防法」（表紙） 

   ② 「あなたの物忘れ、5 年後には認知症になっているかも･･･？ 物忘れを認知症に

進ませない まだ間に合う！ 最新の認知症予防法」、「この段階（※物忘れが増えて

きた状態）で適切な対策をすれば、認知症への移行を食い止められるのです。」、「最

新の研究で、最も大きな要因は「脳の炎症」であることが判明」、「そこで今注目さ

れているのが、“天然の消炎成分”であるプロポリス。」、「脳の炎症に優れた効果を

発揮します。」、「認知症へ進行させないためには、“物忘れ”のうちに対策すること

が何より大切。生活習慣にプロポリスを取り入れて、いつまでも明るい未来を守り

ましょう。」、「プロポリスの消炎効果→認知症にならない」、「プロポリスは脳を炎

症から防ぎ、認知症を進行させません。」（22 頁、23 頁） 

③ 以上の表示に続くページ（24 頁）で、本件商品について、プロポリスエキス等

を配合していることを強調し、プロポリスエキスを関与成分とする機能性表示食

品であることの表示と合わせて「年齢とともに低下する認知機能を維持するプロ

ポリスと厳選成分」、「医学博士監修！「認知機能の維持」をサポート」などと表示

（24 頁） 
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（２）本件商品は、消費者庁に機能性表示食品として届出されている商品（届出番号 F957）

であり、同届出における「表示しようとする機能性」の表示は、「本品にはプロポリス

エキス、クルクミン、イチョウ葉由来フラボノイド配糖体、イチョウ葉由来テルペン

ラクトン、大豆由来ホスファチジルセリンが含まれるので、年齢とともに低下する認

知機能のうち、記憶力(日常生活において会話や読み書きなどの基礎となる言葉や文字、

行動を記憶し、思い出す力)や注意力・集中力(必要とする情報に意識を向け、正確に

対処する力)、判断力(情報を処理し正確に判断する力)を維持する機能があります。」

とされています6。 

機能性表示食品として届出がされた食品について、「表示しようとする機能性」とし

て届出を行った内容を超えた表示を行うことや届出を行った科学的根拠情報の範囲

を超えた表示を行うことは認められておらず（食品表示基準３条２項「機能性表示食

品」の表示方法の項）、「予防」など医学的な表現の使用も許されません7。 

この点、前記①及び同②の表示があるページには本件商品名等は表示されていない

ものの、プロポリスには「認知症」の「予防」という医学的効果（疾病の治療又は予

防を目的とする効果）があると表示した上で、これに続くページに本件商品の広告を

一体的に掲載することによって、実質的には本冊子（健康読本）に接する消費者に対

して本件商品にあたかも医学的な効果・効能があるかのように標榜する表示といえま

すので、薬機法の「医薬品」にかかる表示ないし機能性表示食品として認められてい

ない表示を行うものとして違法といわざるをえません。なお、25 頁には「本品は、疾

病の診断、治療、予防を目的としたものではありません。」（食品表示基準 3 条 2 項で

義務付けられている表示）との表示はありますが、医薬品的な効果があるかのように

謳う表示と比して、極めて小さいポイント（3 ポイント程度）かつ目立たない箇所に

表示されているにすぎず、表示に接する消費者の認識を打ち消す効果はほとんど期待

できないものです。 

また、消費者庁に届出がされた機能性を超える効果があるかのように消費者を誤認

させる表示であり、食品表示法の表示規制に違反することはもちろん、健康増進法が

                                                      
6 https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc02/?recordSeq=42201050920500 
7 消費者庁「機能性表示食品の届出等に関するガイドライン」5 頁・注 7 

https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/foods_with_function_claims/assets/
foods_with_function_claims_210322_0002.pdf 
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禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1

号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら

のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

５ 株式会社ウェルヴィーナス「北国の恵み」について 

（１）表示内容 

   ① 「26 ページ ひざの痛み」「真の軟骨成分でひざが再生 2 週間で痛みが消える」

（表紙） 

   ② 「２週間でひざの痛みが引いた！軟骨そのもの成分で今度こそ改善！」、「いろん

な対策を試してもなかなか改善しない・・という声もよく聞きます。従来の対策の

欠点と、それを克服し、ひざの痛みを軽減させる効果が試験で確認された新しい対

策法を紹介します。」（26 頁） 

③ 「プロテオグリカンで、ひざのクッションが復活！もう痛くな～い」、「プロテオ

グリカンを飲むと･･･→軟骨が復活！ひざのクッションに→曲げても動いても、も

う痛くない♪」、「プロテオグリカン 軟骨成分そのものだから、すぐに修復 軟骨

をグングン再生！」、「プロテオグリカンの優れた改善効果は、実際の医療現場でも

大きく注目されています。」、「現役医師も注目！ひざの痛みを改善に導くプロテオ

グリカン」として「プロテオグリカンは（略）ひざにとってとても大事な成分です。

また、ひざ関節でコラーゲンやヒアルロン酸を増やす作用もあるので、いろんな角

度から軟骨を守り、炎症を防ぐ効果が期待できます。実際に臨床の現場でも、患者

さんに相談されれば積極的にオススメしています。実は私自身も予防の意味で飲

用しています。」との医師（順天堂大学医学部総合診療科研究室非常勤助教） 吉田

靖志氏のコメントを紹介（27 頁） 

④ 以上の表示に続くページ（28 頁）で、本件商品について、プロテオグリカンを

配合していることを強調し、「新軟骨成分プロテオグリカンでスムーズに動く喜び
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を！」、「階段の昇り降りや、立ち上がるときにズキッ！そんな悩みにおすすめなの

が、天然鮭由来のプロテオグリカン。グルコサミンやコンドロイチンを凌駕する、

再生力に優れた「軟骨サポート成分」です。」（28 頁） 

⑤ 「今までは、1 階の部屋だけで生活する毎日でした。そんな私の人生を変えてく

れたのが『北国の恵み』。2 階にも軽やかに、今では趣味の日本舞踊の発表会に参

加しています。まさに私の救世主です（笑）。」などの体験談の表示（21 頁） 

 （２）以上の表示を全体的・総合的に見ると、本件商品は、膝の痛みの改善という「疾病

の治療又は予防を目的とする効果」があるかのように標榜する表示といえますので、

薬機法の「医薬品」にかかる表示として違法といわざるをえません。 

    また、「医薬品」として承認を受けていないにもかかわらず、あたかも医薬品とし

ての効果があるかのような表示を行うことは、実際に表示されている効果があるか

否かにかかわらず、健康増進法が禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が

禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1 号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら

のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

６ 株式会社オアシス「糖対策の決定版 前田の菊芋」について 

（１）表示内容 

   ① 「30 ページ 糖尿病」「HbA1c が正常域に 糖に働くイモ」（表紙） 

   ② 「テレビ・雑誌などで医師が絶賛する“糖ケア”素材！話題の「菊芋」で糖尿病対

策 HbA1c・血糖値が３ヶ月で正常域に」、「インスリン注射や薬を減らしたいあな

たへ 天然のインスリン「菊芋」」、「HbA1c、血糖値が高く、治療を行っている人に

朗報です。糖尿病患者を対象に菊芋サプリメントを摂取してもらう臨床試験を行

ったところ、全員の HbA1c と血糖値が低下し、３ヶ月で正常域まで改善したので

す。このような効果から、医療現場でも菊芋への注目が集まっています。」（30 頁） 

③ 「HbA1c・血糖値を下げる 菊芋の働き 働き①インスリンの機能を回復 働き
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②糖の吸収をブロック」、「糖尿病と合併症を予防・改善」、「一時的に血糖値を下げ

る治療薬やインスリン注射とは異なり、高血糖のそもそもの原因から根本改善で

きるのがすぐれたところ。副作用の心配がないので、安心して利用できるのもうれ

しい特徴です。」（31 頁） 

④ 以上の表示に続くページ（32 頁）で、本件商品について、菊芋に含有される「イ

ヌリン」を豊富に含んでいると強調し、「糖対策の決定版「前田の菊芋」」、「糖対策

を強力サポート！イヌリンたっぷり「菊芋」」、医療法人社団豊愛会豊北病院医学博

士内科医師糖尿病療養指導医の伊藤實喜氏のコメントとして「イヌリンの含有率

の高さが菊芋選びのポイントです。菊芋はイヌリンを豊富に含んでいることから、

健康に大きく役立つ食材として医療現場でも注目されています。ですが、イヌリン

の含有率は産地や栽培方法によって変わるため選び方が重要です。なんとかした

いと本気でお考えの方は、生育環境にこだわって作られたイヌリン含有率の高い

菊芋を選ぶと良いでしょう。」と表示、「大阪大学にて有用性は検証済み！大阪大学

先端科学イノベーションセンターによる試験で、驚きの成果が報告されている「前

田の菊芋」。試した方々からも「楽しく食事ができます！」「調子が安定しています」

と喜びの声が多数届いています。」（32 頁） 

⑤ 「好きなものを食べています 調子が悪くなってからは 1 日に 1600kcal にして、

毎日 2～3km は歩くように言われました。運動とあわせて菊芋を始めてからは調

子が良くなり、1Nii に 2000kcal まで上げていいと言っていただくほどに。今では

集に１度は好きなものを食べています。」などの体験談の表示（33 頁） 

 （２）以上の表示を全体的・総合的に見ると、本件商品は、糖尿病の改善という「疾病の

治療又は予防を目的とする効果」があるかのように標榜する表示といえますので、薬

機法の「医薬品」にかかる表示として違法といわざるをえません。 

    また、「医薬品」として承認を受けていないにもかかわらず、あたかも医薬品とし

ての効果があるかのような表示を行うことは、実際に表示されている効果があるか

否かにかかわらず、健康増進法が禁止する誤認表示（同法 65 条）及び景品表示法が

禁止する優良誤認表示（同法 5 条 1 号）に該当することは明らかです。 

 （３）従いまして、本件商品に関する上記一連の表示について、直ちに停止するよう求め

ます。 

なお、本書の冒頭にも記載しましたが、本冊子の表紙及び 10～11 頁の表示内容に

ついて貴社が一切関与・関知しておらず、健康増進法等における「表示」主体には該

当しないと評価される場合であっても、これらの表示に接する読者としては、これら
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のページの表示内容と関連付けて貴社の商品広告を理解することは明らかですので、

貴社におかれましては、オアシス株式会社に対し改善を求める等の適切な措置を講

ずるよう求めます。 

 

第３ オアシス株式会社が発行する広告冊子「元気読本プラス」の編集方針について 

 １ 本広告冊子「元気読本プラス」は、第２で各商品について見たように、一貫して次の

構成により編集されています。 

   ①表紙に、「10 ページ 便秘」「頑固な便秘を解消 無理なく自然なお通じ」などと、

ある特定の症状に悩んでいる読者（患者）の関心を引く表示により、該当ページに

誘導。 

   ②該当ページ（「便秘」の例では 10～11 頁）は、一見すると、特定の商品の広告では

なく、当該症状を改善するための一般的な生活習慣や医学知識を読者に提供する

記事であるかのように見える。しかし、その内容は、従来から広く知られている改

善のための生活習慣（食生活、成分の摂取等。「便秘」の例ではヨーグルト）でも

改善しない理由を説明した上で、近時、ある特定の成分等（「便秘」の例では「ラ

ブレ菌」）に顕著な改善効果があることが判明したなどとして、広告主が販売する

商品（健康食品）に含まれる特定の成分等の効果が特に強調されるものとなってい

る。 

③そして、次のページ（「便秘」の例では 12～13 頁）には、前のページで効果を強調

した成分等を主要成分とする商品（健康食品）の広告が掲載されている。 

 ２ つまり、本広告冊子は、表紙（①）と形式的にはあたかも特定の商品の広告ではない

記事であるかのように見えるページ（②）が、実質的には、これに続く特定の商品（健

康食品）の広告ページ（③）と一体の広告として機能するように編集されているものと

いえます。 

３ 本広告冊子は主に医療機関の待合室等に設置されており、本広告冊子の名称も「元

気読本」とされているため、これを手にする消費者（患者）としては、本件広告冊子

は、医学的な根拠のある信頼できる有益な情報を提供する冊子であると認識すること

が多いと考えられます。 

しかし、実際には、前述のとおり、そのほとんどのページが実質的には特定の商品

の広告として機能する内容となっており（2021 年 10 月 15 日号では、商品広告と無

関係な記事は全 39 頁中 7 頁のみ）、本広告冊子の編集手法それ自体が、消費者に広告

商品が実際のものよりも著しく優良なものと誤認させるおそれが高いものと指摘せざ
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るをえません。 

また、各広告商品の広告表示（関連記事ページを含む）の内容も、ほぼ全ての商品

について、あたかも医薬品的効果があるかのように謳う表示が認められ、薬機法、健

康増進法及び景品表示法に違反し、消費者を誤認させる不当な内容であることは、第

2 で指摘したとおりですが、どの商品の広告表示も共通・類似した構成となっている

ことから、本広告冊子に掲載されている広告表示は、全てオアシス株式会社が作成し

たものであると考えられます。 

 ４ 従いまして、当団体は、オアシス株式会社に対し、本広告冊子「元気読本プラス」

の編集方針・編集姿勢そのものについて抜本的な見直しを求めます。 

 

 

【添付資料】 

１ 令和４年６月７日付オアシス株式会社「令和４年５月２４日付申入書について」 

 

以上 


